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新春のご挨拶

新春のご挨拶

一般社団法人 愛知県净化槽協会

会長 関谷俊征

新年あけましておめでとうございます。

皆様方におかれましては、お健やかに新年をお迎えのことと心よりお慶び申し上げます。

私は、昨年6月13日の定時社員総会におきまして、会長の要職を拝命いたしました。

先人、諸先達の功績を引き継ぎ、微力ながら協会発展のために努力してまいる所存でご

ざいます。変わらぬご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

当協会は、職員数も60名を超え、法定検査業務や各種の研修業務などの事業も、計画

どおり順調に進んでいるところであります。これもひとえに、関係行政機関をはじめ、

関係諸団体の皆様方のご指導、ご支援の賜物であり、あらためて厚く御礼申し上げます。

さて、本県の汚水処理人口普及率は、合併処理浄化槽 10.3%、全体で89.1%に達しま

したが、一方でいまだに80万人以上の方々が台所やトイレ等の生活排水処理を必要とさ

れています。昨年7月に愛知県が見直し策定した「全県域汚水適正処理構想」では、多

くの市町村で、下水道処理区と農業集落排水処理区の一部を合併処理浄化槽の整備区域

に転換する計画となっています。このため、「環境にも財政にも優しく、地震にも強い浄

化槽」の整備促進、「浄化槽整備区域の拡大」と「単独処理浄化槽から合併処理浄化槽へ

の転換」を強力に推進していく必要があります。人口減少と高齢化社会を迎え、私たち

を取り巻く環境も大きく変わりますが、浄化槽の整備促進は、身近な水環境を守り、そ

して、子や孫の代にしっかり引き継いでいくことが、私たちに課せられた責務であると

感じています。

本年も、「県民の生活環境の向上に寄与する」協会として、優れた生活排水処理施設

である浄化槽の普及拡大のため、関係諸団体の皆様との連携、協力を得ながら、一層の

努力をして参りたいと考えております。関係各位の倍旧のご支援をお願いするとともに、

皆様方の益々のご活躍、ご発展を祈念申し上げ、新年の挨拶といたします。

平成29年元旦
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新春のご挨拶

新春を迎えて

あけましておめでとうございます。

愛知県知事

大村秀章

新たな年が、県民の皆様方にとりまして、素晴らしい1年となりますよう、心からお祈り申

し上げます。

昨年は、リニア中央新幹線の本格工事が愛知県内で着工され、愛知を拠点に開発が進む MRJ

の米国での飛行試験がスタートするなど、日本の未来を創るプロジェクトが、またひとつ大き

く前進した年となりました。

そして、アジア競技大会の2026年愛知・名古屋での開催が決定し、また、全国初の有料道路

コンセッションや公道を使った本格的な自動走行の実証実験も始まるなど、新たな取組に果敢

に挑戦し、着実に成果を挙げた1年となりました。

今年も、こうした取組を発展させるとともに、新たな取組に積極的にチャレンジし、愛知の

産業力、経済力、文化力、人財力、地域力を更に高め、愛知の可能性を大きく広げる1年とし

てまいります。

まず、2027年度のリニア開業に向けた名古屋駅のスーパーターミナル化や鉄道・道路ネット

ワークの強化など、中京大都市圏づくりの取組を着実に進めながら、次世代自動車、航空宇宙、

ロボット・AI といった次世代産業の育成・振興、企業立地の促進、中小企業支援、農林水産業

の国際競争力の強化、2019年秋の開業に向けた国際展示場の整備など、愛知の産業力を高める

取組に力を注ぎ、一層の飛躍を目指してまいります。

また、“Heart" of JAPAN ~ Technology & Tradition をキャッチワードに、産業観光や武将

観光、さらには、昨年末、ユネスコ無形文化遺産に全国最多の5件が登録された日本一の山車

からくりに代表される歴史・伝統文化など、愛知の魅力の創造・発信と外国人観光客の更なる

誘客に取り組むとともに、伊勢志摩サミットで培った、愛知・名古屋のプレゼンスと国際的な

ネットワークを活かし、積極的に国際交流を進めてまいります。

こうした取組以外にも、あいち健康の森を拠点に、認知症に理解の深いまちづくりの先進的

なモデルを目指す「オレンジタウン構想」に着手するほか、引き続き、医療・福祉の充実、教

育・人づくり、地震津波対策や交通安全対策、「環境首都あいち」に向けた取組、地方分権や

行財政改革の推進、東三河地域の振興にもしっかりと取り組み、愛知の総合力に更なる厚みを

増してまいります。

今年も、「日本一元気な愛知」と「すべての人が輝く愛知」の実現に全力で取り組んでまい

りますので、県民の皆様の一層のご理解とご支援をお願い申し上げます。

平成29年元旦
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新春のご挨拶。

デスティネーションとなるマチ

ナゴヤへ

名古屋市長

河村 たかし

あけましておめでとうございます。一般社団法人愛知県浄化槽協会の皆様に

おかれましては、健やかに新しい年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

昨年、本市は都市ブランド・イメージ調査を実施し、「訪問意向」で主要8大

都市中最下位という、いわば「行きたくないマチ ナンバー1」という結果と

なりました。

一方、5月には市の人口が初めて230万人を突破したことは、ナゴヤが住

み良いマチであることへの証であると考えております。本市は、子ども・子育

てを日本一応援するマチとして、日本のフロントランナーとなる取り組みを着

実に進めてまいりました。また今後、アジア競技大会の開催、リニア開業など

が控え、これからの10年間は大きな転換期であり、訪問者の目的地(デステ

イネーション)となるために積極的な投資を行うことが大切です。

戦災で焼失した名古屋城天守閣を木造復元することは、ナゴヤの宝・世界の

宝となる本物を創出し、まちづくりのかけがえのない第一歩となるでしょう。

市民や訪問者にとって、誇りある明解なシンボルの存在は今後のナゴヤにとっ

て不可欠であると信じます。

4月には名古屋港に「レゴランド」が開業し、名古屋駅や栄の都心部も再開

発が行われる一方、桶狭間や有松、志段味古墳群など歴史文化エリアの保存・

整備も進んでまいります。全ての人にとって「行きたくなるマチ ナゴヤ」、

世界のデスティネーションとなるマチへ全力で取り組んでまいります。

本年もどうぞよろしくお願いいたします。

平成29年元旦
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新春のご挨拶・

新年のごあいさつ

豊田市長

太田稔彦

明けましておめでとうございます。皆様におかれましては、清々しく新年を

お迎えのことと心よりお慶び申し上げます。

本年は、市民の皆様との共働により、活力と魅力を備えた持続可能なまちの

実現に向け、本市がめざす、まちづくりの方向性を示した第8次豊田市総合計

画の実践を開始する年です。超高齢化や人口減少、社会経済のグローバル化な

ど、時代の潮流のなかで、安心して自分らしく暮らすことができる多世代共生

のまち、定住・交流人口を引き付ける魅力あるまち、暮らしと活力を支える強

固な経済基盤のあるまちの実現に向け取り組んでまいります。

また、急激に変動する社会経済情勢や地方税財政制度の変更など、市政を取

り巻く情勢は厳しいものが予想されますが、歳入規模に見合った適切な予算規

模への転換をはかり、市民の皆様の安全・安心な生活を守り、暮らしを楽しむ

ことができるまちづくりを着実に推進してまいります。

さて、昨年開催されましたリオデジャネイロオリンピック・パラリンピック

におきましては、本市にゆかりのある選手が、メダル獲得や入賞など快挙を成

し遂げられました。皆様のスポーツへの関心が高まるなか、ラグビーワールド

カップ 2019日本大会、東京2020 オリンピック・パラリンピック競技大会に向

け、この盛り上がりを繋いでいくよう努めてまいります。また、国際的なイベ

ントを契機に都市の国際化を推進し、国内外から来訪する方々を温かく迎えら

れる環境づくりに取り組んでまいります。

結びに、一般社団法人愛知県浄化槽協会の皆様には、市政に対し引き続き変

わらぬご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げるとともに、貴協会のま

すますのご発展と会員の皆様のご健勝とご多幸を心より祈念申し上げ、新年の

ごあいさつといたします。

6.浄化槽あいち


